












≪注意事項≫ ○公序良俗に反しないこと ○政治宗教団体、営利目的の投稿不可 ○添削あり ○著作権、肖像権、プライバシーなど
　　　　　　 第三者の権利を侵害しないこと※広報紙に掲載できなかった写真を含め、応募された写真は村SNSでも紹介されます。

掲載写真
募集中

応募フォームまたはメールで、住所・氏名・ペンネーム・
タイトル・ひとこと（30字以内）を記入してご応募ください。
Mail:taiyo-kun@vill.chosei.lg.jp

散歩中に見つけた景色、村のイベント写真、お子さんやペットなど、長生村で撮った写真を載せてみませんか。

応募方法
専用応募
フォーム

メール作成は
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『雪降り』
投稿者 ジイチャンエール

雪降る大関

ちょうせい
地名探訪

Vol.��

地名には、暮らしや歴史、自然と深く関わる由来が

あります。

この特集では、地名に込められた意味や物語を

紹介します。

地名を通して、ふるさとの魅力を再発見してみませんか。

　市ヶ谷の地名の由来についての古文書も見当たらない。伝説もまれで詳細は不明だが、古来、市ヶ谷は東金、
千町、市ヶ谷、金田に通ずる街道筋に当たり、享保7年八代将軍吉宗公が産業振興に心をかたむけ（天ヶ台を含
む）、この地域の不毛の荒蕪地（曽根の用語は湿地、荒蕪地の意）を開墾させたことに始まり、当時将軍家鷹狩の
街道でもあって、市ヶ谷附近は通行人でにぎわったと伝えられている。

市ヶ谷（いちがや）

こうぶ ち

　江戸時代は、城之内村といい、一松郷前里村の北に位置する。郷内に城跡のあった伝承もなく、その跡形も
見あたらない。
　室町中期に、領主酒井定隆の法華宗改宗後、天正の末期に、米倉一族が草分け百姓として、この地に帰農し
たと伝えられる。米倉氏の宗家は、屋号を「上の家」といい、米倉一族の「上」である。米倉氏は、もと武門の出であ
り、それにちなんで城之内と称したのであろう。

城之内（じょうのうち）

　新しく土地が拓かれて、はじめにできた集落を大村または古屋敷というのが多い。そこがだんだん過密になってくる
と近くの開墾可能な土地に二、三男などを送って新しく村ができあがると新地または新屋敷などの地名がつけられる。
　この新屋敷はどの村から分かれてきたものかわからないが、住民の苗字や菩提寺などによってだいたいわかる
と思う。

一松新屋敷（ひとつまつあらやしき）

　一松郷の北端に入山津村がある。よその地域に「不入斗」という地名をよく聞く、不入斗は、桝にみたない意味で、
一般に地味のよくない土地をさしていう。
　領主酒井定隆の法華宗改宗後、天正の末期に、この地域に帰農した人々が、耕地がやせているので、入山須村
または入山津村と称したのであろう。
　入山津村に、元和2年（1616）創建されたと伝えられる不入山妙聴寺がある。法華宗で山号が「不入山」「いりやま
ず」とも読める。氏神八幡神社の別当寺前の山号である。江戸時代には、寺院が神社の事務や会計を扱ったので別当
寺といった。
　また地名辞典に、「いりやまず」は「いりやませ」の転訛で、神の田の租税免除の土地であるという。とくに南関東に
多い。また不入斗とも書いてあるという。「いり」は一宮川の「入り江」をいうのであろう。

入山津（いりやまず）

『雪にも負けず』
投稿者 ヨシヒロキ

長生観音と雪のある風景。
なんだか、オーブみたい。

『早春の梅』
投稿者 とおやまちゃん

カメラを持ってお散歩♪
梅は寒さに負けない強い花

じょう

いりやまず ます

うち かみ
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